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９月１４日(月) 

神様がなさることの意味がわからないときでも 

聖書朗読  出エジプト記 ５：１５～２３ 

それでモーセは主のもとに戻り、そして申し上げた。「主よ。なぜあなたはこの民に

害をお与えになるのですか。何のために、私を遣わされたのですか。」 

出エジプト５：２２ 

 

    「何のために、私を遣わされたのですか。」モーセがこのように神様に叫んだ時、

その声は悲痛でした。モーセには、神様が善よりも害をお与えになっているように思

えました。神様がエジプトからの救出を約束してくださったイスラエルの民にとって、

あまりにも大変な出来事が次々と起こっていたのです。モーセは、神様に従順に従っ

たために、このような事態になってしまったと思ってしまったのです。 

  神様があなたに意味不明なことをされたように感じたことはありますか。神様に

従おうとすればするほど、事態が悪化したように見えたことがありますか。おそらく、

あなたが人生を振り返ったときに、そういう時があったかもしれません。そして、未

だにあの意味は何だったのかと思うことがあるかもしれません。 

今、私たちは地上に住んでいますから、今は、神様と顔と顔を合わせてお話する

ことはできません。つまり、神様の行うことを直ちに全て分からないかもしれません。

そして、信じられないことが起こり、どうしてよいか分からなくなるかもしれません。

なぜ、神様を信じているのにこのようなことが起こるのかと思うでしょう。しかし、

冷静になってみて下さい。神様は決して悪を行ないません。邪悪な出来事は、神様が

なさったことではありません。そして神様は必ず悪に終止符を打って下さます。悲痛

な状況にあったモーセへの神様のお答えは「わたしがパロにしようとしていることは、

今にあなたにわかる。」というものでした。信仰をもって歩んでいく先には、ああそう

いうことだったのかと分かる時が来ると信じて下さい。なぜなら、主は決して悪をな

さらず、常に正しいお方ですから。神様は、私たちの理解を超えた全知全能なお方な

のです。 

 

讃美歌 ８９  

祈 り 親愛なる神様。あなたをご信頼できますように助けてください。自分に起き

たことをいつも理解できるわけではありませんが、辛いときに、イエス・キ

リストにある信仰を持てるように助けてください。 

イエス様のお名前において。アーメン。 

 

イーサン・ブラウン 

ノースカロライナ州 ヘンダーソンビル 



 

９月１５日(火) 

共に働くことによってできること 

聖書朗読  出エジプト１８：１３～２７  

 あなたはひとりでそれをすることはできません。    出エジプト１８：１８  

 

  申請書に次のような質問項目がありました。「あなたは自分のことを協同作業に

向いたリーダーだと思いますか？」。この質問項目を見るまで、そのことについて一度

も考えたことがなかったように思います。支配欲が強いために共に協力することの出

来ないリーダーもいます。また、自分の上司が、自分を消耗品のように扱うことを拒

否して周りと共に働けないリーダーもいます。あるいは、自分の責任だと思うことを

他の人にお願いするのは正しくないことだと感じて、自分が全てやってしまうリーダ

ーもいます。 

  さて、モーセはどのようなリーダーだったでしょうか。モーセは他の人を巻き込

む協同的なリーダーではありませんでした。イスラエルの民は推定1000万人いました。

モーセは、自分のところにやってきて、朝から夕方まで並んでいる民をさばくために

さばきの座に着いていました。それは文字通り彼を殺すような忙しさでした。 

  イテロの真実を語る強い言葉は、モーセのやり方を変えました。「あなたも、あな

たといっしょにいるこの民も、きっと疲れ果ててしまいます。このことはあなたには

重すぎますから、あなたひとりでそれをすることはできません。さあ、私の言うこと

を聞いてください。私はあなたに助言をしましょう。どうか神があなたとともにおら

れるように。」（１８～１９節）。 

  モーセは神の山に行き、主とお話したことがあります。また世界で最も壮大な王

宮のホールを自由に歩き回っていたこともありました。そして、今、何百万人もの人々

を導いていくことになりましたが、全部を自分ひとりでやろうとすべきではありませ

んでした。あなたの任務がどれほど重要か、どれほど大きいか、どれほど細かいか、

私にはわかりませんが、これだけはわかります。他の人を巻き込んだり、相談したり、

手伝ってもらった方が、あなたの任務がよりよくできるということです。 

 

讃美歌  ３１３ 

祈 り お父様。主のために最善を尽くすことを助けてくれる人のことを、自分が

ちゃんとわかるようにしてください。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

デール・ジェンキンス 

テネシー州 スプリングヒル 

                         

 

９月１６日（水） 

主よ、私の目を開いてください 

聖書朗読  民数記 ２２：２２～３５ 

 銀のようにこれを捜し、隠された宝のように、これを探り出すなら、そのとき、あ

なたは、主を恐れることを悟り、神の知識を見出そう。   箴言 ２：４～５ 

 

  バラムとモアブに関するこのユニークな物語を読むと、神様は存在され、バラム

に指示を与えていらっしゃることが明らかにわかりますが、バラムは神様のメッセー

ジが理解できないのか、あるいは理解しようとしませんでした。しかし、バラムはイ

スラエルの民について「主が私に何かほかのことをお告げになるかどうか」（１９節）

確かめると言いました。でも、神様は、バラムに神様の民をのろってはいけないとは

っきりとおっしゃっています。この場面は、親からすでに「ダメ」と言われているの

に、「いいでしょ？」と許可をねだる子どもを思い起こさせます。 

  この聖書の箇所で、バラムがモアブのつかさたちといっしょに出かけようとした

とき、神様は主の使いを遣わされて、バラムに敵対させました。ロバは、主の遣いが

剣を持って、道に立ちふさがっているのをみて、バラムの命令を聞きませんでした。

しかしバラムには主の使いが見えませんでした。それらが三度続いた後、「そのとき、

主はバラムの目のおおいを除かれたので、彼は主の使いが抜き身の剣を手に持って道

に立ちふさがっているのを見た。」その時、彼は初めて、ひざまずき、主を伏し拝みま

した。 

  このバラムのように、私たちはみんな、ものごとが見えなくなりがちです。その

原因は自分本位にあります。私たちは、自分が欲しいものを欲しがり、願いたいこと

を願います。そして、神様にそれを許してくださることをお願いします。しかし、主

は私たちに正しい判断をしてくださり、それを行なうことが私たちにとって善となり

ます。 

  今日の聖書の箇所で、バラムは最後に「私は罪を犯しました。」と主の使いに申し

上げました。これが私たちの出発点です。私たちは毎日、十字架のみもとに行きます。

神様の愛と義を通して自分自身を見て、赦しを乞いましょう。主は、私たちの心を開

いて、見えるようにしてくださいます。そして、主は、私たちに見通す視点を与えて

くださいますから、私たちは自分の意志ではなく、みこころのうちに歩むことができ

ます。 

 

讃美歌 ５３２ 

祈 り お父様。あなたの愛のある犠牲に畏敬の念を抱き、十字架の御前で頭を垂れ

ます。今日、あなたに従うことを願います。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

レベッカ・ロバートソン 

テキサス州 クロスバイトン 



 

９月１７日（木） 

信仰を成長させる 

聖書朗読  申命記 ６：４～９ 

  私たちは、神の中に生き、動き、また存在しているのです。 

使徒 １７：２８  

 

「神様の存在を信じているかい？」。８歳の孫娘のソフィアに聞きました。彼女は

「うん」と返事をして、さらにこう付け加えました。「神様は今も、昔も、未来も存在

するのよ」。確かに神様は永遠です。 

今日の聖句は、自分が持っている時間とエネルギーのすべてをかけて神様の愛を

追求する人たちを描いています。彼らの心は、常にあらゆる方法をもって信仰で満ち

溢れています。 

災害の被害に遭われた人々を援助する際、私たちは神様を求めます。またお互い

のために祈るときにも、神様を求めます。昨日も今日も永遠にある神様の愛、寛容さ、

赦しをいただいていることに感謝して、神様にご栄光を帰するときにも神様を求めま

す。 

「父なる神の御前できよく汚れのない宗教は、孤児や、やもめたちが困っている

ときに世話をし、この世から自分をきよく守ることです。」（ヤコブ１：２７）という

ことを、ヤコブは私たちに思い起こさせています。 

神様のすべてを包み込む包む愛についての孫娘の洞察は、私の信仰を押し上げま

した。今日、神様の愛について誰かに何かを語りましょう。そのことが、その人の信

仰を押し上げます。 

 

讃美歌 ５３６ 

祈 り 親愛なる全能の神様、愛なるお父様。私たちを造ってくださり、みことば

を明らかにしてくださり、ありがとうございます。信仰、愛、希望の中で

自分が成長することで、もっとあなたを愛し、まわりの人たちを愛するよ

うに、私を奮起させ強めてください。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

S・ビル・ヒメーネス 

                    カリフォルニア州 サンフランシスコ 

 

 

 

 

 

 

 

９月１８日(金) 

勝 利 は 確 か 

聖書朗読 ヨシュア ５：１３〜６：５ 

御使いはみな、仕える霊であって、救いの相続者となる人々に仕えるために遣わさ

れたのではありませんか。                へブル １：１４ 

 

  「主の軍の将」はイスラエルのリーダーであったヨシュアに履物を脱げと命じま

した。彼らは二人ともリーダーでしたが、ヨシュアはすぐに跪きました。神様こそが

真の指導者だと知っていたからです。 

  神様が勝利を約束されたヨシュアにしてくださったように、我々にも見て触れる

天使を使わしてくださったら素晴らしいとは思いませんか？私たちには聖霊が一緒に

いて下さいますが、それを目で見ることはできません。ただ信仰のみで戦っているよ

うにも思えます。しかし、このヨシュアと天使の話を信じることは私たちを力づけ、

希望を与えてくださいます。神様の意思を実行している限り、私たちに敗北はないの

です。 

 私たちの勝利は、思い描いていたものとは違うかもしれません。ヨシュアは果た

してエリコの壁がすべて崩れ落ちると想像できていたでしょうか。私たちの思いと主

の思いは異なる時があります。７日の行進が勝利の鍵となることをだれが想像できた

でしょう？私たちが望むようになるわけではありません。迅速な勝利を望むヨシュア

は7日ではなく1日で片を付けたいと考えていたでしょう。 

  幸いなことに私たちには何者よりも尊い聖霊が内在していてくださいます。結果

が私たちの期待と一致するしないに関わらず、ヨシュアの話の様に神様は私たちを用

いてくださり、私たちに平安を与えてくださいます。勝利は確かです。 

 

讃美歌  ３７９ 

祈 り 愛するお父様。エリコの戦いを勝利に導いてくださった神様。私たちがあ

なたを確信できるように助けてください。 

ヨシュアの様に私たちをお使いになり、神様の王国をつくることが出

来ますように。アーメン。 

 

テレサ・レイド・ベネット 

                       コロラド州 ロングモント 

 

 

 

 

 

 



 

９月１９日(土) 

不可思議な奇跡 

聖書朗読 ヨシュア ６：１〜２０ 

わたしの思いは、あなたがたの思いと異なり、わたしの道は、あなたがたの道と異

なるからだ。―主の御告げ―               イザヤ ５５：８ 

 

エリコは城壁に隙間はなく、城門も固く閉ざされていました。この都市はヨシュ

アに栄光と名声をもたらす神の計画の内にありました。しかしこの計画を聴いたとき

ヨシュアは困惑したに違いありません。町の周囲を６日間にわたり１日１周行進し、

７日目に７周するとエリコの城壁が崩れ落ちるというものです。ヨシュアには到底不

可能に思えたでしょう。ですが信仰により神様の命令に従ったのです。 

そしてあなたの知るような奇跡が起こったのです。壁は崩れました。 

時に、神様は全く意味の分からない計画を立てることがあります。神様の道は私

たちに理解できるものとは限らないのです。アブラハムにはその一人息子を犠牲にす

ることを求めました。しかしアブラハムは従おうとしました。モーセはイスラエルの

民を率い、地上を歩くように紅海を進むことを求められました。モーセはそれに従い

ました。ヨシュア、アブラハム、モーセ、彼らは皆神様の計画に信仰ゆえに従ったの

です。神様が、あなたに到底不可能な命令を下されたとき、あなたならどうしますか？

神様の求めていることは何でも行い、神様の栄光を示しましょう。 

 

讃美歌  ７９ 

祈 り 天にいます父なる神様。あなたが私に与えるどのような命令であっても、

信仰により行うことが出来ますように。あなたの栄光を示すことが出来ま

すように。アーメン。 

 

キャサリーン・クナフ 

オレゴン州 セーレム 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月２０日(日) 

求めるとき神様はどこにいるのか 

聖書朗読 士師 ６：７〜１６ 

 ああ、主よ。もし主が私たちといっしょにおられるなら、なぜこれらのことがみ

な、私たちに起こったのでしょうか。            士師 ６：１３ 

 

「ああ、主よ。なぜ？」これはあなたの友人が先週嘆いていた言葉だと言っても

だれも疑わないでしょう。しかし、今日の箇所では何千年も前にギデオンが天使にそ

う言っているのです。イスラエル人はミデヤン人から逃れるためにカナンの洞窟に隠

れ住むことを余儀なくされました。 

預言者はなぜそのようなことになったかイスラエル人に話しました。神様はエモ

リ人の神々を崇拝してはならないとしていましたが、イスラエル人はその言葉に従わ

なかったのです。そしてイスラエル人が神様のことばに従わなかった時でさえも、神

様は共にいてくださったのです。 

ギデオンは１０人のしもべを連れて、バアルの祭壇を壊しました。壊されたと知

れば町の人たちが殺そうと探しまわることが分かっていたので（実際翌日そうなって

いる）、暗闇の中でそれは行われました。ギデオンは神様を信頼し力を蓄えました。最

後に弱く、数でも劣る軍隊でミデヤン人と対峙し、彼らを破り追い出しました。ひた

すら神様が共にいることを信じ続けていた結果でした。ギデオンは時には煮え切らな

い態度をとることもありましたが、最後には完全なる確信をもって神様に向き合うこ

とが出来ました。今日、神様をより信頼するために何をする必要があるでしょうか。

あなたがそれを行なった先には主が待っていて下さいます。ほら、そこに主が！ 

 

讃美歌  ２８０ 

祈 り 神様、私たちを愛してくださってありがとうございます。どんな時でも私

たちと共にいてくださりありがとうございます。私たちが御許に少しでも

近づくために助けてください。私たちがもっと信仰を持てるように助けて

ください。アーメン。 

マーシャ・ドウェル 

テキサス州 ヘローツ 

 

 


